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〈マーク寄贈者〉　10 月 21 日～ 11 月 20 日
　▼北海道　岡田敏江　岸篤子　北海道キリン
ビバレッジ㈱　トランスコスモス BPO センタ
ー札幌大通中央／札幌大通東・みなみの杜高等
支援学校　小澤利江　小柳陽子　野田久美子　
NPO 法人幹の会　道藤信代　匿名希望▼岩手
県　吉田和晃　㈲ニコニコ総合企業▼宮城県　
三浦みつえ　柴田尚子　佐藤るみ子　伏見弘子
▼秋田県　戸嶋祐子　匿名希望▼山形県　奥山
俊▼茨城県　黒須早苗　石塚英和　山崎昭子　
㈱ LIXIL 筑波工場　匿名希望▼栃木県　長岡花
恵　益子町農地水多面的機能保全推進協議会▼
群馬県　損害保険ジャパン㈱群馬支店　小内智
子▼埼玉県　矢島陽子　大﨑一江　吉田香随　
平林　廣川正美　新井和行　白石靖子　寺田多
希子　保科庸子　吉田　白石和治・野原知子　
松木美砂子　鹿毛裕見子　北沢すみ子　藪陽一
　匿名希望▼千葉県　阿部眞也　吉本由美子　
井上源之　永島由加里　正木みどり　水澤優紀
　山口美知代　藍場英光　宍倉節子　小熊智里
　藤枝瑞　山本明江　土槗結佳　櫻井永津子　
田代淑子　井上太稀　佐々木裕子　多田敦子　
明治安田生命保険( 相 )柏南営業所　森靖之　
笹本雅子　匿名希望▼東京都　㈲光洋　市川佳
世子　㈱アンセム　寺田真人　深津栄美　望月
育子　八潮電機㈱　紀美和　齋藤千奈美　星野
繁保　山下麻衣子　㈱日本能率協会コンサルテ
ィング　㈱モスフードサービス　神商非鉄㈱　
若部知代子　IHG・ANAホテルズ労組連合会　

青山邦一　稲葉智子　菊地由紀子　桑子博子　
篠原徳司　田口薫　橋本真緒　半井千枝子　福
間直子　薮田早苗　山川敦子　小野瀬弘子　清
治和子　島崎美枝子　ジャパンプリント㈱　鈴
木登志子　高江泉　東京東信用金庫錦糸町支店
職員一同　長谷川幸仁　町田市立つくし野小
PTA　皆川千恵子　㈱栃木屋　太刀川忠良　常
教寺　花城健弘　山田こずえ　佐々木宥朔　柴
真紀子　仁田咲姫　西野榮一　松井亜紀　石川
あゆみ　井原竜哉　岸上紀子　酒井恵美　佐野
美智子　高沢健　髙橋京子　多羅尾文子　西田
眞佐子　福永美紀　細山洋平　山崎郁子　イン
フォコム㈱　㈱ダイシン架設　酒井智映子　高
田典子　日本生命保険(相)首都圏財務部　武
藤真理　ブリヂストンソフトウェア㈱　㈱サン
コーデバイス　㈱メンテックカンザイ東京支店
　川上洋一　河西ひろみ　匿名希望▼神奈川県
　伊藤　石田佐知子　飯沼さと子　北島揚子　
松岡代子　百瀬弘子　石井慎一郎　手計八重子
　山﨑良子　利嶋省治　安藤秀一　寒川淑子　
清水洋子　本間義昭　坂巻順子　清水裕子　青
木美穂　飯島昭子　松元亜紀子　渡会恵　鵜飼
弘子　ちいさな手若葉の丘　渡辺洋子　石黒琢
一郎　原田祐子　篠崎あき子▼新潟県　山田美
奈子　水野　地域密着型複合施設わしま　堀優
美子　NPO 法人ひまわりクラブ　佐藤愛美　
佐渡市市民の声　㈱佐野金型製作所　匿名希望
▼富山県　堀喜江▼石川県　日本航空㈱小松空
港所▼山梨県　入戸野藤子　井上佳代子　鈴木

いつみ▼長野県　大源洋治　百瀬雅子　土屋
雅之　宮尾知子　K.S　藤澤芳子　湯浅明子▼
岐阜県　牧野友梨　桒原のり子　岐阜県 JA ビ
ジネスサポート㈱　末綱啓子　匿名希望▼静岡
県　菊川市社協　佐野友美　静岡市立美和中生
徒会　岳南有機㈱　齋藤真琴・来実　木村亜希
子　畠中将也　匿名希望▼愛知県　(福)慈雲
福祉会みづほ　大治町立大治中　岡本千春　梶
原和美　加藤純子　山本　二村憲人　小谷ちず
る　松村心輝　丁里佳　髙島利恵子　匿名希望
▼三重県　藤森澄子　津市民　村瀬代里子　匿
名希望▼滋賀県　荒井基治　冨田明奈　小室凪
左　匿名希望▼京都府　金子淳子　三条小川デ
イサービスセンター　稲垣眞理子　中屋多鶴子
　ベルつながりの会　西村知恵　㈱ Com-Fill　
㈱斗々屋　守屋洋子　匿名希望▼大阪府　芦田
昌子　榎本浩子　熊田真也　長井陽子　明尾久
代　広瀬皆子　大阪府書店商業組合　橋本秀子
　東君江　片山満子　日本生命保険( 相)IT 統
括部(大阪 )　森園龍子　安田邦子　上田美恵
　金山福美　守屋幸江　荒井耀平　大同生命社
会貢献の会　谷村知津子　太田　中谷昭　目谷
賢　澤野久仁子　菅博子　匿名希望▼兵庫県　
増見真希　山﨑ゆり子　新井東寿　池田佳子　
小椋絵美　畑中一省　くうちゃん　損害保険ジ
ャパン㈱西日本船舶営業部関西営業課　池辺菜
穂子▼奈良県　青柿奈巳子　奈良市ボランティ
アインフォメーションセンター　林康次　山中
肇　山本　山村和美　匿名希望▼和歌山県　千

賀人美　田中さおり▼岡山県　アイスター商事
代理店河原美恵子　㈲野上製作所　前原裕美　
匿名希望▼広島県　伊藤ひろみ　小田祐子　岡
本文　本田寿実香　黒川マキ子　匿名希望▼山
口県　石川祐子　内田美代子　竹浦博子　福島
ゆかり　大津俊子　岡本純子　匿名希望▼香川
県　石原郁代▼愛媛県　上田志津香　岡田裕和
▼福岡県　古賀市市民活動支援センター　日本
生命(相)福岡法人サービス課　山下千恵　石
井まり　有村　森山葉　高木小夜子　中尾優子
　今津由香　匿名希望▼佐賀県　佐賀大附属中
生徒会善行部　三好聖子▼熊本県　九州労働金
庫労組熊本支部▼大分県　伊藤千香子　井上義
雄▼宮崎県　㈱ネオキャリア BPO センター▼
鹿児島県　いおワールドかごしま水族館▼沖縄
県　天然酵母パン宗像堂　大津和枝・久保静子
　外間房恵▼　伊達直人　気まぐれうさ子　ベ
ル・マーク　18 番　さくら　中野ひろ子▼無
記名＝108 件

〈友愛援助申し込み〉　11 月 1 日～ 11 月 30 日
　◆千葉県　上本郷小（松戸市）◆東京都　小
平若竹幼稚園（小平市）◆神奈川県　白鴎中（小
田原市）◆大分県　豊府小（大分市）

〈寄付してくださった方〉11 月 1 日～11 月 30 日
　◆大阪府　匿名希望
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絵　本
『ごろんずっしり さつまいも』
（いわさゆうこ・作、童心社）
　いもほり遠足は
多くの子どもたち
が経験しているで
しょうが、そのさ
つまいもがどんな
ふうに大きく育っ
ていくのか、まるで地中のおいもが見え
るように、画面がどんどん展開していき
ます。なんだかさつまいもがひとつの
キャラクターのように、強く、楽しく迫っ
てきます。（低学年以上向き、1200円＋
税）

『いのちの水』
（八百板洋子・再話、ベネリン・バルカノフ

絵、福音館書店）
　日本の書き手が、ブル
ガリアで採取した話を
書き起こし、ブルガリア
を代表する絵本画家の
絵を得て、絵本化されま
した。衰えを感じた王が、三人の息子に
「命の水を持ち帰った者に、この国を譲
る」という、昔話としては鉄板の展開な
のですが、東西ヨーロッパの文化が交錯
するというブルガリアにふさわしい、独
特な味わいをもった絵本に仕上がってい
ます。（低・中学年から、1300 円＋税）

『あくまとけしのみ』
（洞野志保・作、偕成社）
　おじいちゃんから聞
いた悪魔の話を確かめ
るために、釘を使って
いない椅子と、袋に一
杯のケシの実を持っ
て、夜の教会に向かった〈ぼく〉。作者
はスロバキア在住で、ご夫君が子どもの

頃に聞いた話が元になっています。道具
立ては向こうのものですが、悪魔の描か
れ方や〈ぼく〉の心情は、日本の子ども
たちにも馴染みがありそうで、東ヨー
ロッパと日本とのコラボ絵本といえるで
しょうか。独特の色遣いがイメージを広
げてくれます。（低・中学年から、1300
円＋税）

低・中学年向け
『だれもしらない小さな家』
（エリーナ・クライマー作、小宮由・訳、佐

竹美保・絵、岩波書店）
　大きなマンションには
さまれるように建っている
小さな古い家。今はだれ
も住んでいませんが、こ
の家を気にかけているの
は、アリスとジェーン。二
人は、両側のマンションにそれぞれ住んで
います。ある時、そっとドアにさわってみ
ると、なんと開いたのです。早速掃除にと
りかかった二人、そこにアリスの隣に住む
オブライアンというおばあさんも加わって、
忘れられていたこの家が、クッキー屋とし
てよみがえります。子どもの秘かな夢が実
現していくプロセスに、拍手を送りたくな
りました。（低学年以上向き、1300円＋税）

『保護ねこ活動　ねこかつ！』
（高橋うらら・著、岩崎書店）
　タイトルが示すよう
に、捨てられたり、飼
えなくなったりしたね
この保護活動を紹介し
たノンフィクションで
すが、〈主人公〉は、埼
玉県でそうした「ねこ
かつ」を続けている梅田達也さん。梅田
さんは小学生のころから捨てられたねこ
のことに心を痛めてきましたが、当時は

一年間で数十万匹のねこが殺処分されて
いたといいます。その梅田さんが、どん
なふうにねこの保護活動を始めたのかと
いう「物語」と共に、行政の側の取り組み
や梅田さんのような民間の活動との提
携ぶりもていねいに紹介されています。
「かわいそう」という気持ちをどう実際の
活動につなげていくのか、様々に考えさ
せられる一冊でした。（中学年以上向き、
1300円＋税）

高学年・中学生以上向き
『ひみつの犬』
（岩瀬成子・作、岩崎書店）
　五階建てマンション
の四階に住んでいる5年
生の羽

う み

美。下校途中に、
建物の隙間にぴったり
収まるように入ってい
る男の子を見かけ、思
わず声を掛けます。その子は4年生の細
田君で、最近羽美のマンションに越して
きたのでした。これをきっかけに話をす
るようになり、細田君の〈秘密〉を知りま
す。このマンションはペット禁止なので
すが、細田君の家には犬がいるのです。
引っ越す時に一軒家を探したらしいので
すが、父親のいない細田君の家では、高
い家賃を払うことができません。羽美は
細田君の秘密を守ることと、誰か近所で
犬を引き取ってくれる人はいないか、一
緒に探すことになります。
　ストーリーとしてはそういう展開なの
ですが、ルールとは何か、いい人とはど
んな人か、大人と子どもが考えているこ
とがどんなふうにずれているのか等々、
読者は羽美の言わば思考実験にとことん
つきあわされるおもしろさを味わえるで
しょう。ミステリー的な味わいもあり、
不思議な魅力の物語でした。（高学年以
上向き、1500円＋税）

『考えたことなかった』
（魚住直子・作、西村ツチカ・絵、偕成社）
　中2の颯太が、近くの
祖父母の家におすそ分け
の水羊羹を持っていく途
中、「にょい！」という声
がかかります。足下にね
こがいて、「会えてよかっ
たにょー」という声。なんと、ねこは未来
の颯太で、今死にかけており、ねこの体
を借りて、忠告しにやってきたというの
です。というのは、酒の飲み過ぎで寝た
きりになっており、若い頃に戻ってやり
直せるようにという「忠告」なのでした。
　という、マンガのような（という言い
方は適切ではないかもしれませんが）始
まり方ですが、この後、成績が伸びない
悩みや、仕事を再開した母親のことや、
そして家事を全くせずおばあちゃんに任
せきりのおじいちゃんの話などが、様々
に絡んできます。帯に「気づきはじめる
男の子の物語」とありますが、確かにこ
の年齢くらいで気づかないと、間に合わ
ないかも（笑）しれません。（中学生向き、
1400円＋税）

『遊びは勉強　友だちは先生～「ズッコケ
三人組」の作家・那須正幹大研究～』

（ポプラ社）
　最後に、昨年亡くなら
れた那須正幹さんの業績
を偲ぶ本を紹介させてく
ださい。タイトルは那須
さんが好んで色紙などに
書いたフレーズです。「ズッコケ三人組」
シリーズは児童書の歴史を塗り替えた
ヒット作でしたが、三歳で広島で被爆し
た那須さんは、なにより平和を希求した
作家でもありました。そんな那須さんの
全体像を、この本で見ていただければと
思います。（大人向き、2700円＋税）

ベルマーク寄贈者・友愛援助リスト（敬称略）

児童文学評論家・藤田のぼる


